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 定例会一般質問通告書 

平成２９年第３回上関町議会定例会（９月） 

 

 

 

 

 

◆質問者１ 山 戸  貞 夫 

質問事項 質問要旨 

１．我が国の原発政策の現状 

 と上関原発計画  

 

山口県知事は、昨年８月上関原発にかかる埋立てに

ついて免許延長を許可する一方で、発電所本体の着工

見通しがつくまでは埋立てを行わないことを前提と

して要請しています。 

中国電力は、３.１１事故の前に上関原発にかかる原 

子炉設置許可申請を提出していたが、突如今年６月末

よりその申請書の補完をするものとして、田ノ浦現地

の陸上部で６本のボーリングを開始した。 

国はエネルギー基本計画の見直しについては、従来 

どおり原発の新設は明記しない方向で出るようです。 

町長にお伺いします。 

①中電のボーリング調査について、町になにも説明 

がなかったとは思えない。具体的に中電が説明した

はずの意図の内容をお知らせください。 

②国と中電の姿勢にはかなりの相違がみられる。 

 上関原発を巡る国・中電のタイアップに苛立たしさ    

があったが、今回の流れは少し違わないかとの疑問

もある。町長はどう評価されているのか、見解を聞

きたい。 

２．新定期船『いわい』の就

航に伴う各種取り組みにつ

いて 

 

第三セクター・上関航運の柳井港～祝島間の定期船

は、本年４月より新定期船『いわい』が就航しました。 

祝島港のバリアフリー化のための浮桟橋が今年度

末納期として実現化。 

また利用者の利便性を図るため、定期船発着場まで

の歩行距離短縮のため、旧波止場の一部を切削し、通

行できるよう計画しています。 

残る定期船利用者の待合所をどのような規模で考

えているのか、またタイムスケジュールをお聞かせ願

いたい。 
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◆質問者２ 清 水  敏 保 

質問事項 質問要旨 

１．災害対策の強化について 以前、質問した時に町長は「行政と地域が連携して 

防災訓練などを行い、より強固な防災体制を築き上げ

ることが重要である」と答弁されました。 

いつ起こるともわからない災害に対して、普段から 

対応できる準備をしておくことが大事だと考えます

が、高齢者の多い本町では特に備えが必要不可欠で

す。 

町長に質問します。 

①避難経路や避難場所の確認、災害時に何をすれば

いいのか。いろんな災害を想定した訓練を、町と地

区が連携して早急に実施しては如何か。 

②町が指定している避難場所が老朽化等により機能

が十分果たせない施設について、今後どのように取

り組まれるのか。 

③離島である祝島、八島では船舶やヘリによる搬送

を取り入れた訓練も必要と考えるが。 

④町内各地の消火栓が腐食等機能しないものがある

が、消火栓の総点検が必要と考えるが。 

◆質問者３ 嶋 尾  忠 宏 

質問事項 質問要旨 

１．上関町の水道事業の現状

と今後の経営戦略について 

 

 

 水道事業は、公営企業として独立採算制の原則のも

と運営されることとなっており、運営にかかる経費は

主に利用者からの使用料で負担することとされてい

ます。 

上関町の場合、使用料収入は毎年必要な経費の約２

分の１以下で、不足分は主に一般会計からの繰入金で

賄っているのが現状です。 

 施設や管路の老朽化に伴う修繕や更新費用の増加

も見込まれ、今後漏水事故も懸念される。 

 そこで、水道事業の現状と今後の経営戦略について

聞きたい。 

計画の中で広域化の検討とあるが、柳井広域水道企

業団についてと平成２７年度より柳井地域水道事業

研究会が設立されているが、どういった課題を議論さ

れているのか。 
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◆質問者３ 右 田  千 賀 子 

質問事項 質問要旨 

1.ふるさと納税について 昨年度のふるさと納税は 692 件、総額約 2千７百万

円で今後町財政の主要な柱となり、高齢化が進んで行

くなか、その重要性は増して行くものと考える。 

本年度はさらにお礼の品も内容が充実しており、新

しいカタログも作成し、さらなる寄附金の増額が期待

できる。 

・まず、平成２９年度の現在までの寄付金の申込状

況（件数、金額）を聞きたい。 

・ふるさと納税の PR の仕方で寄付金が大きく影響

すると思うので、町としての今後の具体的な取り組み 

について考えを聞きたい。 

 ①町内の皆さまへの PR を積極的に 

 ②町外へ出向いての PR を積極的に 

 


